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認定中心市街地活性化基本計画の最終フォローアップに関する報告 

 

平成２５年６月 

稚内市（北海道） 

全体総括 

○計画期間；平成２１年６月～平成２５年３月（３年１０月） 

 

１．計画期間終了後の市街地の状況（概況） 

 認定基本計画に基づき、「「マチ」と「みなと」の連携を図り、南北にバランスのとれたコン

パクトな市街地を形成する」という方針のもと各事業を実施した結果、中心市街地の歩行者交

通量、年間主要施設入込客数が増加し、中心市街地の活性化について一定の成果が得られた。 

 計画の中心として位置付けていた、駅前周辺の再開発事業による複合交流施設整備を始め、

駅前広場や周辺道路、港湾環境施設等を一体的に整備することにより、主要施設の集客力の向

上や周辺道路の交通・歩行者環境の改善、さらに、「マチ」から「みなと」までが統一感のあ

る景観に形成され、中心市街地の新たな“顔”として多くの市民や観光客の方々が訪れたこと

により、複合交流施設周辺においては、徐々にではあるが、整備前とは違う人の流れを創出し

ている。 

しかしながら、中心市街地地区の空き店舗は、平成 19 年度の 40 店舗から平成 24 年度で 34

店舗と改善されたものの、一方では、空き家や空き地が増加傾向にあり、当該地区の活性化に

ついては、形となって目に見える状況にまでは至っていない。 

 また、厳しい経済状況と市全体の人口減少に歯止めがかからず、当該地区においても定住人

口が減少していることから、中心市街地全体に波及しているとはいえない状況にある。 

 実施事業によりハード面が整備され、活性化に一定の成果が得られたことで、今後はそれを

全体に波及させるべく、地価等の問題もあるが、さらに「中心市街地に人を呼び込む・住ませ

る」ための事業・取組が必要であり、民間と行政が連携し、より一層の中心市街地の活性化を

図っていく。 

 

２．計画した事業は予定どおり進捗・完了したか。また、中心市街地の活性化は図られたか（個

別指標毎ではなく中心市街地の状況を総合的に判断） 

 

【進捗・完了状況】 

  ①概ね順調に進捗・完了した  ②順調に進捗したとはいえない 

 

【活性化状況】 

①かなり活性化が図られた   

②若干の活性化が図られた 

③活性化に至らなかった（計画策定時と変化なし） 

④活性化に至らなかった（計画策定時より悪化） 
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 【詳細を記載】 

 基本計画に記載された全 44 事業のうち 42 事業は遅延なく実施することができ、当初の予定

通り進捗、完了することができた。 

 市の情勢の変化や経済状況の悪化などもあり、商業核店舗の建て替え事業及び居住環境に関

するハード事業の 2 事業については実施できておらず、稚内市全体の人口が減少したこともあ

り、指標としていた定住人口は目標値に達していない。未実施事業については、今後の当該地

区の商店街の方向性を含め、検討が必要であると考えている。 

 しかし、全体としては上記「1.」でも述べたように活性化に関して一定の成果が得られたと

考えられ、実施した事業では「稚内駅前地区第 1種市街地再開発事業」を始めとする周辺の一

体的整備事業が完了したことにより、映画館、JR駅舎、道の駅を含む複合交流施設が稚内市の

新しい“顔”として誕生し、中心市街地の活性化に繋がっている。 

 

３．活性化が図られた（図られなかった）要因（稚内市としての見解） 

 活性化が図られた要因としては、再開発事業による複合交流施設整備（映画館、バスター

ミナル、高齢者住宅、JR駅舎）を始め、地域交流センターや道の駅、駅前広場・交差点の整

備、さらに連動してみなと駐車場、緑地整備を行うなど、駅周辺を民間・行政が連携し一体

的に整備することにより、映画館のある娯楽施設というだけではなく、市民のふれあいコミ

ュニティーや交通の結節点という機能が加わった施設が誕生したことがあげられる。 

 この一連の整備事業は「駅周辺が生まれ変わる」「稚内市に映画館が復活する」など市民

の方々の注目度が高い事業であり、施設を含めた駅周辺が稚内市の新しい“顔”として多く

の市民や観光客の方々に認識・利用されていることが活性化の要因となっている。 

   

４．中心市街地活性化協議会として、計画期間中の取組をふり返ってみて（協議会としての意見） 

【活性化状況】 

①かなり活性化が図られた 

②若干の活性化が図られた 

③活性化に至らなかった（計画策定時と変化なし） 

④活性化に至らなかった（計画策定時より悪化） 

 

【詳細を記載】 

 駅周辺を一体的に整備し、中心市街地に新たな拠点となる施設が誕生したことで、空き店

舗の利活用も僅かではあるが増加し、また、定期的なイベントの開催や公共交通機関の利便

性の向上により、歩行者交通量や主要施設入込客数が増加したことについては、一定の成果

があったと考えられるが、中心市街地の商店街などへ波及するまでには至っていない。 

 また、市全体の人口減少や計画している“まちなか団地整備事業”が完了していないこと

もあり、指標にしている定住人口は、結果として目標値を下回っている状況にある。 

 今後は、中心市街地全体への賑わいづくりをより一層進めるにあたり、市民・観光客の方々

に来訪の機会を増やしてもらうため、複合交流施設、フェリーターミナル、副港市場等の主

要施設間の二次交通の利便性・回遊性の向上や、居住環境を整備するための賃貸住宅向けソ

フト事業の展開等、これらの活性化に資する事業を商店街や民間事業者、行政等が連携・協



3 
 

力し、取り組む必要がある。 

 

５．市民からの評価、市民意識の変化 

①かなり活性化が図られた 

②若干の活性化が図られた   

 ③活性化に至らなかった（計画策定時と変化なし） 

④活性化に至らなかった（計画策定時より悪化） 

 

                                    中心市街地における市民意識調査(平成 24年度稚内市実施) 

平成 24 年度に実施した「中心市街地における

市民調査」では設問（1）について「そう思う」

という回答が 5割、「変わらない・そう思わない」

という回答が合わせて 5 割という結果になっ

た。 

設問（2）については 7割が「そう思う」と回

答しており、上記「3.」のとおり新たに中心市

街地に拠点となる施設が誕生したことで、計画

以前の中心市街地より魅力を感じていると評価

が得られたといえる。 

設問（3）の回答では「そう思う」が 6割、「変

わらない」の回答が 4 割と、駅前周辺の整備に

より、交通・歩行環境を向上させたことがこの

評価に結び付いたといえる。 

設問（4）の回答は設問（1）の回答と同様に

ハード整備事業だけではなく、ソフト事業の面

からも「賑わいの創出・行きたいと思うマチづ

くり」をさらに推進させていく必要があると示

唆されている。 

この調査の結果から、ハード的な部分での魅

力あるまちづくりについては、一定の成果はあ

ったものの、中心市街地全体に波及していると

はいえず、今後もハード・ソフトの両面から活

性化に資する事業・施策を検討していく必要が

あると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

設問（1）以前より、中心市街地に賑わいがあ

ると思う 

項目 割合 

①そう思う    50％ 

②変わらない    41％ 

③そう思わない     9％ 

設問（2）以前より、中心市街地に魅力がある

と思う 

項目 割合 

①そう思う    68％ 

②変わらない    23％ 

③そう思わない     9％ 

設問（3）以前より、中心市街地の交通環境、

歩行環境が良くなった。 

項目 割合 

①そう思う    59％ 

②変わらない    41％ 

③そう思わない     0％ 

設問（4）以前より、中心市街地に行く機会が

増えた、行きたいと思う。 

項目 割合 

①そう思う    55％ 

②変わらない    41％ 

③そう思わない     4％ 
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６．今後の取組 

 本計画により中心市街地の活性化に一定の効果があったものの、上記でも述べたように、中心

市街地全体に波及しているとはまだ言える状況ではない。依然として定住人口の減少や商店街の

空き店舗の利活用などの問題があることから、今後も商業者自らの取り組みは基より、民間・行

政も連携し、どのような中心市街地を目指すか、これまで実施してきた内容と今後の取り組みの

ビジョンについて引き続き議論を重ねながら進めていく必要がある。 

 

 

（参考） 

各目標の達成状況 

目標 目標指標 基準値 目標値 
最新値 

達成状況 
（数値） （年月） 

「街歩きが楽しいマ
チ」づくり 

歩行者交通量 
938 人 

（H19） 

1,079 人 

（H24） 
1,282 人 H24.10 A 

「住みたい・住み続

けたいマチ」づくり 
定住人口 

2,576 人 

（H19） 

2,584 人 

(H24) 
2,240 人 H24.10 C 

「人が集まるマチ」
づくり 

年間主要施設

入込数 

240,900 人 

（H19） 

427,100 人 

（H24） 
645,197 人 H25.3 A 

 

注）達成状況欄  （注：小文字のａ、ｂ、ｃは下線を引いて下さい） 

 

Ａ（計画した事業は概ね予定どおり進捗・完了。さらに、最新の実績でも目標値を超えることができた。） 

ａ（計画した事業は予定どおり進捗・完了しなかった。一方、最新の実績では目標値を超えることができた。） 

Ｂ（計画した事業は概ね予定どおり進捗・完了。一方、最新の実績では基準値は超えることができたが、目標値には及ばず。） 

ｂ（計画した事業は予定どおり進捗・完了しなかった。また、最新の実績では基準値を超えることができたが、目標値には及ばず。） 

Ｃ（計画した事業は概ね予定どおり進捗・完了。一方、最新の実績では目標値および基準値にも及ばなかった。） 

ｃ（計画した事業は予定どおり進捗・完了しなかった。また、最新の実績では目標値および基準値にも及ばなかった。） 
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個別目標 

目標 1「まち歩きが楽しいマチ」づくり 

「歩行者交通量」※目標設定の考え方基本計画 P80～P86 参照 

１．目標達成状況の総括  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査方法； 歩行者通行量調査 

※調査月；  毎年 6 月～9 月  

※調査主体； 稚内市（平成 23 年度より(株)まちづくり稚内） 

※調査対象； 中心市街地来訪者 

 

   歩行者交通量は目標値を上回ることができた。 

 要因としては稚内駅前地区第 1 種市街地再開発事業によって新たな拠点として複合交流施設が整備

されたことがあげられる。施設には映画館や飲食物販店舗、地域交流センターといった集客機能が設

備され、同時に駅前広場、周辺道路を一体的に整備したことにより、歩行環境向上は基より街路灯や

遊歩道の配色を駅施設の配色に合わせ、「マチ」から「みなと」までを統一感のある景観に形成するな

ど、単独の事業だけでは不可能な、一体的に事業を実施したからこそ生まれる相乗効果が、目標達成

に寄与したといえる。 

  

２．目標達成に寄与する主要事業の計画終了後の状況（事業効果） 

①．稚内駅前地区第 1種市街地再開発事業（稚内駅前地区市街地再開発組合） 

支援措置名及び

支援期間 

社会資本整備総合交付金（市街地再開発事業等） 

平成 20 年度～平成 23年度 

事業開始・完了

時期 

平成 20 年度～平成 23年度 

事業概要 「マチ」と「みなと」が一体となった魅力ある都市構造の形成に向け

て、JR 稚内駅周辺を「複合交流施設（駅舎・交流施設・住宅整備等）」

として、交通・情報・観光・暮らしの総合的な拠点として整備する。 

目標値・最新値 目標値：1,079 人（うち、主要施設の日利用者数による歩行者数 820 人） 

最新値：1,282 人 

達成状況 目標達成 

年 （単位）人 

H19 
938 

（基準年値） 

H20 891 

H21 965 

H22 1,083 

H23 1,274 

H24 
1,282 

（実績） 

H24 
1,079 

（目標値） 

938 891 
965 1,083 

1,274 1,282 

1,079 

0
200
400
600
800

1,000
1,200
1,400

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24
（実績）

Ｈ24
（目標）

歩行者交通量

（人） 
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達成した（出来

なかった）理由 

本事業は平成 22年度に第一期工事が完了、平成 23 年度に第二期工事

が予定通り完了し、新たな拠点として誕生したことにより中心市街地

の集客効果と回遊性が向上したため。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

賑わい施設、交通の拠点となり、稚内市の新たな“顔“として、多く

の方々に利用されている。 

事業の今後につ

いて 

実施済み 

②．3.5.13 北浜通（稚内市） 

支援措置名及び

支援期間 

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画） 

平成 21 年度～平成 23年度 

事業開始・完了

時期 

平成 21 年度～平成 23年度 

事業概要 駅前交差点である北浜通（2 車線）と国道 40号（4 車線）との車線接

続が不整形であり、自動車・歩行者通行の安全性が確保されていない

ことから、この度の駅前広場整備に合わせて不整合な交差点を解消整

備する。 

目標値・最新値 目標値：1,079 人 

最新値：1,282 人 

達成状況 目標達成 

達成した（出来

なかった）理由 

本事業により駅前交差点周辺の歩行環境が向上し、歩行者の回遊性が

高まったため。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

直交 4 差路の交差点形成と歩道整備により、自動車及び歩行者の安全

性確保され「マチ」から「みなと」への歩行者の回遊性が高まってい

る。 

事業の今後につ

いて 

実施済み 

 

③．駅前広場整備事業（北海道） 

支援措置名及び

支援期間 

街路事業 

平成 19 年度～平成 23年度 

事業開始・完了

時期 

平成 19 年度～平成 23年度 

事業概要 ＪＲ駅舎の新築に伴い、駅前広場の拡充整備を行う。 

目標値・最新値 目標値：1,079 人（うち、ソフト各種事業参加者による歩行者数 30 人） 

最新値：1,282 人 

達成状況 目標達成 

達成した（出来

なかった）理由 

本事業により駅及びバスターミナルの利便性が向上し、さらに、「マ

チ」と「みなと」への歩行空間が確保されたため回遊性が向上したこ

とがあげられる。 
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計画終了後の状

況（事業効果） 

駅及びバスターミナル利用者の円滑な交通処理と利便性、安全性の向

上が図られる。また、「マチ」～「みなと」への豊かな歩行者空間が

確保されたことから、中心市街地への回遊性が高まり、活性化に寄与

している。 

事業の今後につ

いて 

実施済み 

 

④．国道 40 号整備事業（国） 

支援措置名及び

支援期間 

道路事業 

平成 21 年度～平成 22年度 

事業開始・完了

時期 

平成 21 年度～平成 22年度 

事業概要 再開発施設と連携する歩道整備により、バリアフリー対応の一体感の

ある歩行者空間を確保し、車両及び歩行者の安全性の向上を図る。 

目標値・最新値 目標値：1,079 人 

最新値：1,282 人 

達成状況 目標達成 

達成した（出来

なかった）理由 

本事業によって他の道路整備事業と同様に歩行環境・回遊性の向上が

図られたため。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

再開発ビルに接する歩道の高質整備を始め、周辺道路の一体的整備に

より歩行者の安全と快適性が高まり、一層、回遊性が高まった。 

事業の今後につ

いて 

実施済み 

 

⑤．中心市街地周遊動線調査（稚内市） 

支援措置名及び

支援期間 

なし 

事業開始・完了

時期 

平成 22 年度実施 

事業概要 集客力の大きい稚内駅前や副港市場、中央商店街、北埠頭、中央埠頭

地区を周辺にある歴史的建造物や空き地の利用を絡めて、有機的にネ

ットワーク化し、観光客や市民の周遊する動線計画を実現化するため

の仕組みづくりや手順の調査検討を行い、中心市街地内の散策路整備

の方針整理を行う。 

目標値・最新値 目標値：1,079 人 

最新値：1,282 人 

達成状況 目標達成 

達成した（出来

なかった）理由 

この調査に基づき、歩行環境・回遊性を向上させるための調査・検討

を行い、他の事業と相まって総合的効果が得られたため。 
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計画終了後の状

況（事業効果） 

この調査に基づき、推奨ルートとして 3つのコースの指定と、回遊性

を高めるため、歩道整備や案内サイン・休憩機能等の整備を進めて、

より一層、歩行者の回遊性が高まった。 

事業の今後につ

いて 

実施済み 

 

⑥．賑わい再生拠点施設整備事業（㈱稚内駅ビル開発） 

支援措置名及び

支援期間 

戦略的中心市街地商業等活性化事業補助金 

平成 21 年度及び平成 23年度 

事業開始・完了

時期 

平成 21 年度及び平成 23年度実施 

事業概要 複合交流施設として整備される再開発ビル内に商業床を平成 23 年度

で取得し飲食・物販テナントを導入する。 

目標値・最新値 目標値： 1,079 人（うち、映画館の日利用者数による歩行者数 65 人 

                      道の駅の日利用者数による歩行者数 132 人）  

最新値： 1,282 人 

達成状況 目標達成 

達成した（出来

なかった）理由 

映画館、飲食・物販店舗、さらには道の駅のオープンにより、施設来

訪者が増加し歩行者交通量の増加に寄与したため。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

平成 22 年度に映画館がオープン、平成 24 年度には飲食・物販店舗、

道の駅のオープンにより、集客力が高まっている。 

事業の今後につ

いて 

実施済み 

 

⑦．地域交流センター（稚内市） 

支援措置名及び

支援期間 

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画） 

平成 23 年度 

事業開始・完了

時期 

平成 23 年度完了 

事業概要 再開発ビル内に、公共床として、吹き抜けのアトリウムや、くつろぎ・

憩いの空間としての多世代交流ロビー、子供向けプレイセンター、ま

ちなか情報コーナー、町内会活動・研修会議室等の施設機能を整備す

る。 

目標値・最新値 目標値：1,079 人（うち、地域交流センターの日利用者数による歩行者数 32 人） 

最新値：1,282 人 

達成状況 目標達成 

達成した（出来

なかった）理由 

施設にくつろぎの場、市民交流の場を設けたことで、施設来訪者が増

加し歩行者交通量の増加に寄与したため。 

計画終了後の状 地域交流センターの整備により、賑わい創出の場、市民コミュニティ
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況（事業効果） ーの場として多くの方々に利用されている。 

事業の今後につ

いて 

実施済み 

３.今後について  

 目標値は達成することができたが、さらなる活性化を図るため、今後は、整備された複合交流施

設を拠点として、商店街にも活性化を波及させていくことを念頭に、目標である「まち歩きが楽し

いマチ」を推進していき、中心市街地全体の活性化・賑わいにつなげていくため、民間と行政が連

携し取り組みをしていく必要がある。 

目標 2「住みたい・住み続けたいマチ」づくり 

「定住人口」※目標設定の考え方基本計画 P87～P90 参照 

１．目標達成状況の総括  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査方法； 中心市街地区域での住民基本台帳登録人口 

※調査月；  毎年 10 月取りまとめ 

※調査主体； 稚内市 

※調査対象； 中心市街地の居住者 

 

【総括】 

 目標としていた定住人口を達成できず、基準値も下回る状況となっている。 

 複合交流施設における高齢者住宅整備等の事業は完了したが、まちなか団地の整備事業に

ついては、平成 27 年度までの計画予定であることから、「まちなか居住推進」に係る定住人

口増加への起因については現在のところ至っていない。 

 稚内市全体の定住人口は、予想を上回る減少傾向にあり、その中でも中心市街地の減少の

割合は他の地域と比べても高く、歯止めがかからなかったといえる。 

 

 

 

年 （単位）人 

H19 
2,576 

（基準年値） 

H20 2,484 

H21 2,405 

H22 2,367 

H23 2,309 

H24 
2,240 

（実績） 

H24 
2,584 

（目標値） 

 
 

2,576 
2,484 

2,405 2,376 2,309 2,240 

2,584 

1,500

1,750

2,000

2,250

2,500

2,750

3,000

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24
（実績）

Ｈ24
（目標）

定住人口

（人） 
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２．目標達成に寄与する主要事業の計画終了後の状況（事業効果） 

①．稚内駅前地区第 1種市街地再開発事業（稚内駅前地区市街地再開発組合） 

支援措置名及び

支援期間 

社会資本整備総合交付金（市街地再開発事業等） 

平成 20 年度～平成 23年度 

事業開始・完了

時期 

平成 20 年度～平成 23年度 

事業概要 再開発ビルの第 2 期整備により 3～5 階に高齢者向け賃貸住宅 36戸、

グループホーム 18 室を整備する。 

目標値・最新値  目標値： 54 人 

 最新値： 47 人 

達成状況 目標を達成していない。 

達成した（出来

なかった）理由 

整備した高齢者向け賃貸住宅が全室入居という状況になっていない

ため。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

 医療・交通・商業機能が整備されている中心市街地に居住施設を整

備することにより、まちなか居住を希望する高齢者等の住み替えの誘

導を図ることに成功した。 

事業の今後につ

いて 

実施済み 

 

②．まちなか団地整備事業（稚内市） 

支援措置名及び

支援期間 

社会資本整備総合交付金（地域住宅計画に基づく事業） 

平成 24 年度～平成 27年度 

事業開始・完了

時期 

平成 24 年度～平成 27年度 

事業概要 中心市街地活性化区域と同一の区域である「まちなか居住推進区域」、

また、その南北に隣接する「まちなか居住支援区域」内に借り上げ方

式による公営住宅 40 戸を整備する。 

目標値・最新値  目標値： 86 人 

 最新値：  0 人 

達成状況 目標を達成していない。 

達成した（出来

なかった）理由 

事業が完了しておらず、目標が達成できていない。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

事業未完了。 

事業の今後につ

いて 

本計画終了後も「稚内市住宅マスタープラン」及び「稚内まちなか居

住推進計画」に則り、事業を推進していく。 

 

③．臨港地区の規制緩和（稚内市） 

支援措置名及び なし 
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支援期間 

事業開始・完了

時期 

平成 19 年度～平成 22年度 

事業概要 ＪＲ稚内の鉄路の港側は、臨港地区として一般の住宅建設が規制され

ているが、市街地との一体的な土地利用に向け、現行の分区規制を緩

和・変更し、一般の住宅等の建設が可能な環境を整える。 

目標値・最新値  目標値： 38 人 

 最新値：  0 人 

達成状況 目標を達成していない。 

達成した（出来

なかった）理由 

規制緩和・変更を行ったが、実質的にまちなか居住へとは至らなかっ

た。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

まちなか居住推進には結びついておらず、居住への起因にはなってい

ない。 

事業の今後につ

いて 

本計画終了後も「稚内市住宅マスタープラン」及び「稚内まちなか居

住推進計画」に則り、事業を推進していく。 

 

④．まちなか居住・土地建物情報バンク事業（稚内市） 

支援措置名及び

支援期間 

なし 

事業開始・完了

時期 

平成 19 年度～平成 27年度 

事業概要 「まちなか住まいの情報ポータルサイト」の構築 

目標値・最新値  目標値： 38 人 

 最新値：  0 人 

達成状況 目標を達成していない。 

達成した（出来

なかった）理由 

インターネット等にまちなか居住に関する情報を掲載したが実質的

にまちなか居住には至らなかった。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

まちなか居住に関する情報ポータルサイトとして、中心市街地の空き

地・空き家情報をとりまとめ、インターネットからの情報発信を図っ

たが、まちなか居住には至っていない。 

事業の今後につ

いて 

本計画終了後も「稚内市住宅マスタープラン」及び「稚内まちなか居

住推進計画」に則り、事業を推進していく。 

 

⑤．まちなか住まい相談事業（稚内市） 

支援措置名及び

支援期間 

なし 

事業開始・完了

時期 

平成 19 年度～平成 27年度 

事業概要 まちなか居住の推進に向けた、市民や事業者向けの総合相談窓口の充
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実を図る。 

目標値・最新値  目標値： 38 人 

 最新値：  0 人 

達成状況 目標を達成していない。 

達成した（出来

なかった）理由 

他の事業同様に実質的に居住にはつながらなかったため。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

まちなか居住の推進のため、相談窓口を開設し対応してきたが、他の

地区と比べて、依然として地価が高いなどの問題もあり居住の推進に

至らなかった。 

事業の今後につ

いて 

本計画終了後も「稚内市住宅マスタープラン」及び「稚内まちなか居

住推進計画」に則り、事業を推進していく。 

 

３.今後について  

 平成 24 年度までに完了を予定していた事業に関しては、全て実施・完了することができたが、定

住人口の目標に届かず、基準値も下回った。市全体の定住人口も予想以上に減少しており、他の地

区と比べ中心市街地は減少の割合が高い傾向にある。さらなる活性化を図るため、未完了の事業の

実施や居住環境を整え、減少傾向にある定住人口の減少を改善していくことが今後の大きな課題で

ある。本計画終了後も「稚内市住宅マスタープラン」及び「稚内まちなか居住推進計画」に則り、

関連事業を推進していく。 

目標 3「人が集まるマチ」づくり 

「中心市街地の年間主要施設入込客数」※目標設定の考え方基本計画 P91～P93 参照 

１．目標達成状況の総括  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査方法； 各施設の入込客数 

※調査月；  毎年 3 月末時点調査 4 月取りまとめ 

※調査主体； 関係施設 

※調査対象； 複合交流施設入館者数 

 

【総括】 

中心市街地の年間主要施設入込客数は目標値を上回ることができた。 

年 （単位）人 

H19 
240,900 

（基準年値） 

H20 237,040 

H21 228,600 

H22 260,610 

H23 352,030 

H24 
645,197 

（実績） 

H24 
427,100 

（目標値） 

 
 

240,900 237,040 228,600 
260,610 

352,030 

645,197 

427,100 

150,000

250,000

350,000

450,000

550,000

650,000

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24
（実績）

Ｈ24
（目標）

中心市街地の年間主要施設入込客数

（人） 
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 上記の「目標 1」でも述べたように再開発事業を始めとする駅周辺の一体的整備が目標達成の大きな要

因としてあげられる。 

 整備された複合交流施設はＪＲ稚内駅と併設されており、本市にとって 22 年ぶり復活した映画館や、

ふれあいコミュニティーとして様々なイベントが行える地域交流センター、さらに、道内 114 番の登録

となった道の駅が多くの方々に利用されている。また、駅前広場と一体的に整備されたイベント広場で

は、この空間を活用して市民協働による多彩なイベントが開催されていて、多くの方々が訪れる新しい

賑わいの拠点となっている。 

 

２．目標達成に寄与する主要事業の計画終了後の状況（事業効果） 

①．稚内駅前地区第 1種市街地再開発事業（稚内駅前地区市街地再開発組合） 

支援措置名及び

支援期間 

再掲 5P 参照 

事業開始・完了

時期 

再掲 5P 参照 

事業概要 再掲 5P 参照 

目標値・最新値 ・JR 及びバスターミナル利用者 

 目標値： 222,200 人 

 最新値： 227,079 人 

達成状況 目標達成 

達成した（出来

なかった）理由 

当初の予定通り、平成 23 年度に事業が完了し、同時に実施していた

周辺整備との相乗効果もあり多くの方々に利用されたため。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

賑わい施設、交通の拠点となり、稚内市の新たな顔として、多くの方々

に利用されている。 

事業の今後につ

いて 

実施済み 

 

②．賑わい再生拠点施設整備事業（㈱稚内駅ビル開発） 

支援措置名及び

支援期間 

再掲 8P 参照 

事業開始・完了

時期 

再掲 8P 参照 

事業概要 再掲 8P 参照 

目標値・最新値 ・映画館の利用者 

 目標値： 58,000 人 

 最新値： 60,455 人 

・道の駅の利用者 

 目標値： 118,100 人 

 最新値： 242,870 人 

達成状況 目標達成 
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達成した（出来

なかった）理由 

当初の予定通り、平成 22 年度の映画館オープン、平成 24 年度の道の

駅オープンなど周辺整備との相乗効果もあり両施設とも多くの方々

に利用されているため。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

稚内市に 22 年ぶりに復活した映画館を始め、道の駅、飲食物販施設

と現在も多くの方々が足を運んでいる。 

事業の今後につ

いて 

実施済み 

 

③．地域交流センター（稚内市） 

支援措置名及び

支援期間 

再掲 8P 参照 

事業開始・完了

時期 

再掲 8P 参照 

事業概要 再掲 8P 参照 

目標値・最新値 ・情報コーナー、多世代交流ロビー、キッズルーム 

 市民活動室の利用者 

 目標値： 28,800 人 

 最新値： 114,793 人 

達成状況 目標達成 

達成した（出来

なかった）理由 

複合交流施設にくつろぎの場、市民交流の場を設けたことで、施設来

訪者が増加したため。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

市民の交流の場、交通の結節点、情報発信の拠点として多くの方々に

利用されている。 

事業の今後につ

いて 

実施済み 

 

④．地域情報システム整備（稚内市） 

支援措置名及び

支援期間 

平成 23 年度（都市再生整備計画） 

事業開始・完了

時期 

平成 23 年度 

事業概要 複合交流施設内地域交流センターに、地域情報を提供するための情報

端末やインターネットカフエ、無線ＬＡＮ（Ｗｉ-Ｆｉ）等を整備す

る。 

目標値・最新値 記載なし 

 

達成状況  

達成した（出来

なかった）理由 

情報の発信拠点として大型モニター、タッチパネル式情報端末が整備

されており、観光案内所も併設されているため、多くの観光客の方々
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が訪れており、さらに、貸出パソコンや無線ＬＡＮが無料で使用でき、

多くの方々に利用されているため、この事業が地域交流センターの利

用者の増加に寄与したと言える。 

計画終了後の状

況（事業効果） 

情報端末や大型モニターによる地域・観光情報の発信やインターネッ

ト利用環境を提供しており、地域交流センターは、より来訪者に利便

性の高い施設となっている 

事業の今後につ

いて 

実施済み 

 

３.今後について  

 今後は活性化を駅周辺だけではなく中心市街地全体にも波及させていくために、複合交流施設を含

めた周辺整備を単なるハード整備だけで終わらせるのではなく、今後も市民や観光客の方々が繰り返

し訪れたくなるような中心市街地を創出し、さらなる活性化を目指し取り組みをしていく必要がある。 
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